
SUMMER NIGHT DREAMS 
 

あの日僕らは 

朝から晩まで魘されるように 

文献を眺めた 

知らないことばかりで 

頭がぐるぐると回ったが 

途中で誰も止めなかった 

 

そして細やかな詩を 

1篇だけ、書いたのだ 

 

もう消えてしまいそうな或る夏の日の 

集中講義の記憶と記録のために 

「SUMMER NIGHT DREAM」と名付けて 

ここに置いておく 

 

Tomorrow is another day 
苺香（もか） 

1970 年生、十の位を四捨五入すると 100 歳。甲南女子大学短期大学部英語科卒業金融機関で

融資事務職の傍ら、趣味でビブリオバトル・読書会・一箱古本市などに参加しています。 

 

今日がダメでも大丈夫だというのかい 

最悪な一日だったぜ 

 

あっちでは見縊 

み く び 

られ、こっちでは 侮 

あなど 

られる 

社会になんか長くいるもんじゃあねえよ 

ミジンコになりたい気分だよ 

 

明日は今日とは違う一日がはじまるとでもいうのかい 

 

今日は昨日のつづきじゃないか 

積み重ねた時間、経験、知識そして判断 

それが今日を生み出すのさ 

今日が上手くいったって 

舞い上がってどうする 

 

持っているものを一晩で失うことなんて世の常さ 

そんな奴らをたくさんみてきたよ 

この世の中は絶望さ 

 



長く生きて楽観的な者なんて、世の中を知らないただの馬鹿だよ 

 

Tomorrow is another day 

 

スカーレット・オハラは焼け野原のタラで力強く誓ったのさ 

 

絶望の中に光はないか 

暗闇の方が星は輝くものだぜ 

見渡してみろよ 

遠くに星がみえないかい 

立ち上がるのだ! 

前を向け! 

前進するのだ! 

後ろ向きなのか 

 

だったら、後ろ向きで後ろ向きに歩いてみろよ 

気が付いたら前に進んでいたりするものさ 

 

倒れそうかい 

 

だったら、前のめりに倒れるんだな 

 

 

 

公園の虫に映る幻影に踊る個人 
                         野村春道 

静岡県出身、埼玉県在住。二○○五年三月七日生まれ。通信制高校卒業後、

大阪芸術大学通信教育部入学。 

 

 

疲れて、 

 もはや、自暴の気味。 

 与太に憑かれた心に、 

 向かう公園は、 

 四辺に鳴る鈴虫に、 

 幻想を抱きながら。 

  

 鈴虫に、 

 扇動される与太の心は、 

 公園の茂みに優越ながら、 

 ブランコに腰おろし、 

 吞気な幻想を抱き。 

 不図すれば、 

 茂みに聴こえる鈴虫に、 

 人間的驚きを共有したく、 

 茂みに、 

 無駄、雑駁な、 

 足踏みを。 

 



夜の仕事 
山本 菜実 

1997年7月生まれ。山と海に囲まれた街で1人静かに暮らしています。 

趣味は読書、本屋・美術館巡り。 

 

東の方角から 

静かに薄い藍色の布をかけていく 

少しずつ 

時間をかけて 

丁寧に 

優しく 

けれども、確かな位置に 

静かにかけていく 

何枚も何枚も重ねて光に透かすと 

言葉を奪う藍色に 

やがて藍から黒へ 

そして黒を照らすたった一つの金色が 

深い眠りへと誘い出し 

何億年前からの光が 

穏やかな安らぎと静けさを 

密かに守り続ける 

悪い夢など見ぬように 

 

 

 

 

 

 

 

吾妻火雷震突 
                三上 乃留実 

平成13年生まれ。自分なりの概念を考えて、それに合うような単語や熟語 

を作るのが趣味。よって、熟語をバラしたりするのも好き。 

 

 

蕪 朝霧をひょうと引き裂いて 

轟く波が水面を侵し 鯨の群れが天を覆う 

天から突き刺す光矢を弾いて 枯れた房を龍が翔ける 

ここは吾妻 怪物たちの宴 

 

 

 

 

 

 

 

 



夜の色 
酔游 

平成16年生まれ。大阪府在住。趣味は空想と物作り。 

普段はハンドメイドアクセサリーを中心に色々作っています。 

 
あおく染まった黒の中 

眠れぬ羊が 

廻る 

廻る 

果てなく続く思考の海を 

眠れぬ羊が 

廻る 

廻る 

時計が響き 葉は擦れ 

風の指先が頬を撫で 

滲む三日月 弾ける泡に 

眠れぬ羊が 

廻る 

廻る 

 

 

 

 

シ 

紅絹 

平成13年４月５日生まれ   森が好きです。 

 

「芸術」と彫られたナイフで己を削り、言葉を紡いで歌う 

。 

薄く切れば垢まみれの皮膚。  厚く切れば真っ赤な血と 

肉。 

     駄作と             自信作。 

 

目と耳に入る、誰かの薄っぺらな言葉で体が汚れてゆく。 

いけない。 私を、私を、私を、私の言葉を！芸術を！ 

何度も深く体にナイフを突き立てて、血肉となった言葉を 

探す。 

 

心臓にたどり着くまで。          私を書ける 

まで。 

          シが完成するまで。 

 

 

 

 

 

 



月光熱望道中 
紅絹 

 

星のない空の下、橋を行く。 

苦痛の外灯に入れられた無彩色の火が、恨めしそうに揺れ 

ている。いつの間にかコウノトリは飛び去った。 

 

苦しみ無くては先は見えず 

火に頼れば歩みは止まる。 

橋の先はいまだ見えず、星の帰りも未だ知れず 

ただ、恥の燃料を火にくべる日  々

         

     眠れぬ夜には  月が欲しい。 

    橋すら解きほぐす まん丸の月が。 

 

 

 

天上の楽園 
目映 

Mahayu☆2004年生☆ 

 

 

とある街角で スキップしているひとりの少女 

空想に浸りつつ リズミカルに足を動かしてる 

空に架かった大きな虹の ふもとまで来たその少女 

虹を避けることもなく 悠々その上歩き始める 

天上に広がる楽園に 辿りついた小さな少女 

だあれもいない街の中 自由気ままにお散歩してる 

夢・幻のような美しさに 目を輝かせる可愛い少女 

道端に生えてる可憐な木には 金銀銅に煌めくアップル 

ひとつを取って食べてみる 急な目眩に驚く少女 

不思議な不思議な果実（かじつ）のおかげで 少女の視界はぐるぐるぐる 

万華鏡のような視界の中 なんとか歩く哀れな少女 

神々しい光に導かれ 手を伸ばしてそれに触れる 

そこは楽園の中心部 噴水に触れた苦しむ少女 

その水を飲むと素敵なことに 少女の視界はみるみるなおる 

はっきりとした視界で 周囲を見まわす幸運な少女 

「我らの大切な楽園は 生者のものではないのである」 

はじめて目にする住民に 目を丸くする呑気な少女 

可哀そうな少女の頭上に 大きな口が迫りくる 

今際の際に少女が見たのは 深い深い闇の中 

 

 

 

 

 

 



大きい君と小さなボク 
                3/4 

2000年生まれ 趣味散歩 

 

絵の具で描いたような青い空 

手に触れたら柔らかそうなの白い雲 

かつての森を切り開いてできたこの一本の道を 

ボクは君と一緒に歩いてる 

手に届くかどうかもわからないけど 

あの一番星を目指して走ってる 

転んだら血が出るし 

  

殴られたら鼻血が出る 

それでも君の温かい手が 

ボクを守って支えてくれる 

だから勇気を出して相手と睨み合えるんだ 

これからどうなるのかボクにはわからない 

けどこれからも一緒に 


